
鼻に注入するワクチン（フルミスト） 注射のワクチン

ワクチンの特徴

生きているインフルエンザウイルスを鼻

に注入します（生ワクチン）。

※接種後1週間程度は鼻やのどでワクチン

ウイルスが繁殖します。ウイルスは弱毒

化されているので、ひどい症状にはなり

ませんが、軽い咳・鼻水・のどの痛み・

熱が一時的に見られる場合があります。

死んでいるインフルエンザウイルスの一

部を腕に注射します（不活化ワクチ

ン）。

対象年齢 ２歳～18歳（これ以外の年齢は不可） 生後６か月以上

接種回数 1回のみ 原則12歳までは2回、13歳以上は1回

値段
9000円 ・2歳以下は1回4000円（2回で8000円）

・3歳以上は1回4500円（2回で9000円）

有効性

効果の始まり

効果の持続 接種後1年間程度 接種後5か月間程度

接種できない人

・過去に本剤の成分でアナフィラキシー

を呈した人。ゼラチンアレルギー。

・免疫不全状態（免疫抑制剤を使用中か

中止後6か月以内。先天性、後天性疾患、

無脾症など）。ワクチン株で発病する可

能性がある。

・妊娠中。

・接種後2週間はワクチンウイルスを感染

させる可能性（0.6％）があるので、身近

に乳児、免疫が弱い人、基礎疾患がある

高齢者など、インフルエンザを感染させ

たくない人がいる場合は接種を控える。

・喘息の治療中、または過去に重度の呼

吸困難で入院、または接種時に喘鳴あ

り。

・ミトコンドリア脳筋症。

・中枢神経系の解剖学的バリアー破綻が

ある人（人工内耳、内耳の先天奇形、髄

液漏など）※安全性が未検討。

・過去に本剤の成分でアナフィラキシー

を呈した人。

「現時点での研究報告では両者の有効性（発病の予防率等）に明らかな差はない」と

国は評価している。

接種後2週頃から

「鼻に注入するワクチン」と

「注射のワクチン」の比較表



特殊な注意事項

・フルミスト接種前48時間～接種後2週間

にタミフル・リレンザ等のインフルエン

ザ治療薬を使用するとフルミストの効果

が減弱する可能性があります。※接種前

５日以内のラピアクタ、17日以内のゾフ

ルーザも減弱する可能性あり。

・フルミスト接種後の2週間はインフルエ

ンザ抗原検査が陽性になる可能性があ

る。

・フルミスト接種後の4週間はアスピリ

ン、ボルタレン、ポンタールは使用しな

い。ライ症候群、インフルエンザ脳症の

リスクが増えるため。

・妊娠の可能性がある女性は、あらかじ

め約１か月間避妊した後に接種し、接種

後2カ月間は避妊すること。

接種時の苦痛
鼻に注入する際の違和感のみ（痛みな

し）

注射時の痛み

重大な副反応

その他の副反応

接種後2～8日に軽い熱・咳・鼻汁・頭

痛・のどの痛み・倦怠感など（インフル

エンザ症状）が出る場合がある。

接種後数日間の接種部位の腫れ・痛み、

熱など。

他のワクチンと

の同時接種

可 可

注射の生ワクチ

ンとの接種間隔

4週 不問

授乳中の接種

母乳に害はないが、授乳時の母児の接触

でワクチンウイルスを母から児に感染さ

せる可能性がある。

可

卵アレルギー 可 可

その他の留意事

項

・点鼻直後にくしゃみをしたり、液が鼻

から垂れてきても効果に問題はありませ

ん。

・液を飲みこんでも問題ありません。

・妊娠中はどの時期でも接種可。

副反応について両者を比較した国内の研究はないが、両者ともに重大な副反応

（ショック・アナフィラキシー等）は稀である。


